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公立大学（９名） 

石川県立看護大学 ４ 

新潟県立大学   １ 

長野県立大学   １ 

 福知山公立大学  １ 

公立鳥取環境大学 １ 

尾道市立大学   １ 

  

 

 

 

 

 

「春」 

校長 角 秀明 

 

令和６年度もこの２４日を以て終了いたします。春は別れと出会いの季節です。先だっての３日の第７７回

卒業式では１０１名の卒業生を送り出しましたし、１９日は高校入試の合格発表がありました。 

 ７７回生は入学した令和４年６月１９日に地震に見舞われ、やっとコロナから解放されると思われた令和５

年５月５日にまた地震、そして令和６年１月１日と、毎年地震がやってきた上に９月の豪雨と大変な青春時代

でした。自分の力ではどうしようもならないアクシデントに見舞われながら、それでも前向きに明るく元気に

学校生活を送ったことに敬意を表します。また、進路実現においても精一杯努力し、立派な成果を出しました。

そんな、頑張ってきた皆さんが、次のステージでは高校時代以上に素晴らしい友人や師と出会い、人生を思い

っきり謳歌できるよう願っています。 

 そして、４月から飯田高校の一員となる新入生の皆さん、飯田高校を選んで入学してきてくれることに感謝

しています。飯高では１学期は県総体・球技大会、夏休み後半や９月には文化祭・体育祭と前半だけでも生徒

主体の盛り沢山な行事が目白押しです。皆さんが充実した高校生活を送り、しっかりと進路実現できるよう万

全の体制を整えて、優しさあふれる２，３年生や教職員とともにお待ちしています。入学を楽しみにしていて

下さい。 

 別れは辛いものである印象ですが、それは物理的な理由によって日常的に会えなくなるだけで、心まで離れ

てしまうことではありません。距離は離れてしまうけれども手紙や電話、メール等によって絆は結び続けられ、

そして桜が咲く頃に新たな場所で新たな人と出会って自分の世界を広げられる機会が得られます。それが春で

す。飯高タイムズを読んで下さっている皆さんにとって、素敵な春となるよう願っています。 

                       

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石川県立飯田高等学校 Vol.243 

令和６年度卒業生 大学等合格状況 

国立大学（１１名） 

九州大学  １ 
金沢大学  ５ 

 富山大学  １ 
 福井大学  １ 
 新潟大学  １ 
 奈良教育大学１ 
 和歌山大学 １ 
 
 

私立大学（６０名） 
中央大学   １ 
法政大学   １ 
東海大学   ２ 
駒澤大学   ２ 
日本体育大学 １ 
神奈川大学  １ 
愛知学院大学 １ 
皇學館大學  １ 
同志社大学  １ 
立命館大学  １ 
龍谷大学   １ 
京都芸術大学 １ 
近畿大学   ２ 
 

関西外国語大学 ２ 
大阪人間科学大学１ 
大和大学    １ 
大阪商業大学  １ 
関西学院大学  １ 
甲南大学    １ 
岡山理科大学  １ 
金沢学院大学  ９ 

 金沢工業大学  ２ 
 金沢星稜大学 １４ 
 金城大学    ４ 
 北陸学院大学  ２ 
 北陸大学    ５ 
  

国公立大学 ２０名合格（ 3/11 現在） 

専門学校（１８名） 

 東京町田歯科衛生学院専門学校   １ 
 日本自然環境専門学校       １ 
 金沢医療センター附属看護専門学校 ４ ほか 

公務員（９名） 
 珠洲市役所    ３ 
自衛官候補生   １ 

 奥能登広域圏消防 ２ ほか 
 

 
就職（１４名） 
 加賀製紙㈱      １ 
㈱味のやはた     １ 
㈱大阪屋ショップ   １ 
㈱四輝工建      １ 
㈱ライフアトラス   １ 
ココクリーン㈱    １ ほか 
 

 
短期大学（２名） 
金城大学短期大学部 １ 

 富山短期大学    １ 
 

その他（３名） 

石川県職業能力開発短期大学校 ２ 

京都國學院          １ 
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【英語班の発表の様子】 【バイク班の発表の様子】 

【super音楽班の発表の様子】 【祭り班の発表の様子】 

 

 

 

３月３日（月）、本校第一体育館にて第７７回卒業証書授与式が行われました。卒業生たちは、担任の先

生から一人ひとり名前を呼ばれ、校長先生より卒業証書を受け取りました。学校長式辞では、校長先生が卒

業生に向けて、「目先の利益だけにとらわれず、長期的な目線で物事を考え、辛いことも将来の自分への投

資と捉えて頑張ってほしい」とエールを送りました。送辞では、在校生を代表して２年B組の畠田煌心さん

が、これまでの思い出や３年生への感謝の気持ちを述べ、答辞では、卒業生を代表して３年A組の鈴木杏佳

さんが、学校生活の思い出や辛かったこと・苦しいことから学んだこと、先生方、保護者の方への感謝を述

べました。 

【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月１３日（木）に本校にて行われた、「ゆめかな中間発表会」で１・２年生が10月からの活動の経過を

報告しました。１階の５教室にてグループ発表を行った後、投票にて選ばれた「作曲」班・「祭り」班・「キ

ン肉マン」班が全体発表を行いました。また「super音楽」班が作曲家の阿部海太郎氏、詩人の大崎清香氏と

共同制作した楽曲のお披露目会も同時に行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆめかな中間発表会 

第７７回卒業証書授与式 
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サッカー部、能登地区フットサルリーグで準優勝！ 

能登地区フットサルリーグの激闘を振り返る。緊張感漂う第１節は鹿西高校Aとの対戦。試合の入りはバタつき、

普段しないミスを連発。そんな嫌な空気を連続得点で断ち切り、初戦は8-2で勝利。 

続く第２節は羽咋工業高校B。前半はミスからの失点により、0-1で折り返す。後半、コーナーキックを頭で合わ

せて同点。さらに残り２分のところで流れるような連係プレーから逆転弾を決め、2-1で２連勝。 

第３節の相手はこれまで何度も対戦経験のある羽咋高校。新人戦では勝利した相手であったが苦戦する。先制を許

すも前半のうちに追いつき、1-1 で前半終了。後半立ち上がりに素早い攻守の切り替えから得点を奪い、逆転する

が、直後にミスから失点し、2-2の同点。しかし、流れを相手に持っていかれ、逆転を許して2-3とされる。その

後も幾度となくピンチを招くがなんとか耐え、試合終盤へ。追いつきたい飯田は猛攻を仕掛け、残り数十秒でドリブ

ル突破からのシュートをゴールへ突き刺す。諦めない心が生んだ同点弾で3-3と引き分けに持ち込んだ。 

最終節の相手は七尾高校A。勝ち点7のグループ２位で迎えた飯田は、勝てば１位、引き分けると２位、負ければ

３位に転落するというわかりやすい状況となった。両者勝ちたいという思いが試合を拮抗させ、前半は0-0。後半、

飯田は相手のオウンゴールで先制し、さらに追加点をあげ、2-0と理想的な展開へ。終盤、七尾高校の反撃を1点

に抑え、2-1で逃げ切った。この結果グループBの1位となり、決勝へ進むこととなった。 

決勝はグループAを全勝でなおかつ69得点と爆発的な攻撃力で勝ち上がってきた七尾高校B。その攻撃力は凄

まじいもので、決勝戦は開始早々に失点し、その後も攻められ続け、0-2で前半終了。後半も先に点を取られ、なす

すべなく0-3となったところで残り時間は10分。飯田は作戦変更し、オールコートプレスをかける。これが功を

奏したのか猛攻から1点を返す。勢いのままゴールに迫り、7分間で3得点し、後半を3-3で終え、なんとか延長

戦に持ち込んだが、勢いもここまで。延長戦で3失点し、3-6で敗れた。 

今大会は準優勝で終わったが、逆転勝利、リードを守り切る、諦めず戦うことで同点に追いつく力といった部分を

結果として残すことができた大会であった。選手たちにとっては自信を得る経験となったであろう。一戦ごとに選手

たちの顔つきはたくましくなり、試合に送り出す際の背中は頼もしく感じた。そして何より勝利することでしか得る

ことのできない充実感は選手たちが身に染みてわかったのではないか。今後の可能性をより一層ふくらませた。 

この経験を糧に高校総体では勝利できるよう、より一層の努力を重ねますのでぜひ、飯田高校サッカー部を応援し

ていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

この経験を糧に高校総体では勝利できるよう、より一層の努力を重ねますのでぜひ、飯田高校サッカー部を応援してい

ただきたいと思います。 

 

～飯高サッカー部、準優勝までの道のり～ 

【当日の様子】（緑のユニフォームが飯田） 
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【当日の様子】 

１月２２日（水）、２９日（水）に七尾特別支援学

校珠洲分校小学部と保育基礎選択者の３年生による

交流会が行われました。生徒は最初緊張していました

が、絵本の読み聞かせやゲーム、ダンスなどを一緒に

するうちにだんだんと笑顔が見られました。交流会が

終わってから、「実際に小さい子と関わってみると、

難しい部分もあったけれど楽しかった」と話す生徒も

いました。 

【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馳浩県知事様との意見交換会 

４月の行事予定 七尾特支珠洲分校さんとの交流 

2月17日（月）、本校にて馳浩県知事様と生徒による意見交換会が行われました。生徒たちは「地域活

性化」、「奥能登の未来」に加え、「地震後の学校施設の被害と修復」についても意見を交わしました。特

に、学習環境や課外活動の環境の改善について積極的な提案がなされていました。本校生徒にとって有意義

な機会となったことと思います！ 

また、意見交換会の前には、本校の総合的な探究の時間である「ゆめかなプロジェクト」を代表して、

「防災」班が「私たちにできる復興とは？」というタイトルで発表を行い、珠洲市復興計画策定委員会に参

加したこと、防災士の資格取得へ向けて活動したこと、今後取り組みたいことなどについて発表しました！ 

 

 

令和６年度の最終号となります。一度でも読ん

でいただけた読者の皆様、本当にありがとうござ

いました。少しでも飯田高校の魅力が伝えること

ができていましたら幸いでございます。 

3 木 制服受渡（珠洲商工会議所）

8 火
１学期始業式　大掃除　入学式・１学年PTA
進路アンケート①（２・３年）

9 水
面談ウィーク（４５分授業）（～１６日まで）　課題テスト
スタディーサポート（１年）

10 木
１年エンカウンター実習　１年オリエンテーション　個人写真撮影
部活動紹介　進路アンケート①（１年）

11 金 自転車通学登録（１年生）ゆめかな授業日

14 月 身体測定

15 火 サーカス公演（１０時～）

16 水 生徒会各種委員会

17 木 生徒会認証式

18 金 部活動集会

22 火 定時退校日

24 木 生徒議会①　飯高祭打ち合わせ①　内科検診（１・２年）

25 金 ゆめかな授業日

28 月 心臓検診（１年生）

29 火 昭和の日

30 水 公務員模試（実教２）・民間就職模試①

４月　予定表


